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研究成果の概要（和文）：文献資料以外の歴史的・文化的物資料をはじめとした非文献資料は，膨大かつ多種多様であ
る，それらは，資料所蔵機関毎，および，資料種別・資料形態毎に別々に管理されている．我々は，非文献資料から必
要な資料を引き出すことができるリポジトリ環境の構築を目指した．その実現のために，所蔵機関に影響されず，俯瞰
的・総合的な意味を有する資料の集合体である「学術資源群」によるサブジェクトリポジトリの確立と，それを支える
プラットフォームの開発，資料特定のための一意ID付与等に関する研究開発を行った．

研究成果の概要（英文）：The number of non-Bibliographic resources are enormous and there are so many 
types. And they are managed separately by each institutions, each types, and each forms. We aimed to 
develop the repository environment that user can get the necessary resources information from all 
non-Bibliographic resources. We, therefore, carried out establishing of subject repository by “academic 
resource group” which is aggregate resource with comprehensive and synthetic meaning without being 
affected by institutions. And we developed the platform which support the repository. Furthermore, we 
researched and developed the method of assigning unique ID to specify the resources.

研究分野： 博物館情報学，マルチメディア・データベース
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１．研究開始当初の背景 
文献以外の学術資料（非文献資料）は，膨

大かつ多種多様である．近年，各機関に分散
している非文献資料に対して，時代・分野・
人物などにより俯瞰的・意味的な視点から調
査・整理を行い，新たな横断的知見を求める
動きが盛んになっている．しかし，文献資料
に関しては機関リポジトリなどの横断検索
可能な情報環境が整備されているが，非文献
資料に関しては，組織横断的な情報共有およ
び公開検索の組織的・システム的な環境は実
現されていない．非文献資料は組織的な分散
に加え，同一機関，同一分野内でも資料種
別・資料形態毎にさらに分断されており，異
なる体系（異なる階層）で蓄積・管理されて
いる事が多く，文献資料では定番の組織横断
的検索を適用しても必要な資料情報を容易
に得ることはできない． 
申請者のリポジトリプラットフォーム等

による非文献資料の管理・運用および公開や
検索形態の研究[1]は，高く評価【2010 年度
情報知識学会論文賞受賞】されており，その
後の継続的研究活動の中で俯瞰的・総合的な
意味を有する資料の集合体である「学術資源
群」の生成や活用，さらには，学術資源群に
よるサブジェクトリポジトリの構築等に着
想した． 
 
２．研究の目的 
本研究は，資料所蔵機関毎，および，資料

種別・資料形態毎に別々に管理されている資
料館・博物館・図書館等が収集・蓄積する非
文献資料の中でも，多様な歴史的・文化的物
資料に焦点をあて，それら資料から必要な情
報を容易に引き出すことが可能な環境の確
立を目的としている．また，歴史的・文化的
物資料だけでなく，多様な資料，他分野の資
料への適用を進め，博物館・資料館等におけ
る非文献資料のための標準リポジトリ環境
として提案する． 
 
(1) 俯瞰的・総合的な意味を有する学術資料
の集合体である「学術資源群」の形成． 
(2) 学術資源群を介した歴史的・文化的物資
料の所在（水平方向）と資料種別・資料形態
等（垂直方向）を意識させない検索環境確立． 
(3) 博物館・資料館等における非文献資料の
ための標準リポジトリ環境として提案． 
 
歴史的・文化的物資料のための検索環境の

実現(1)(2)を達成し，さらに非文献資料のた
めの標準リポジトリ環境として提案(3)の実
現に向けて，代表者と人文社会情報学，学術
コンテンツ流通システム，東洋史，日本史，
美術史，博物館学，映像情報造形，情報シス
テム等の分野の専門家の参画を得て，多角的
な視点から研究を進める． 
 
３．研究の方法 
歴史的・文化的物資料から必要な資料情報

を引き出すことができるリポジトリ環境の
構築を目指した．その実現のために，所蔵機
関に影響されず，俯瞰的・総合的な意味を有
する資料の集合体である「学術資源群」によ
るサブジェクトリポジトリの確立と，それを
支えるプラットフォームの開発，資料特定の
ための一意 ID 付与等に関する研究開発を行
った． 
 
(1) 研究期間の前半２年間は，歴史的・文化
的物資料を対象として，標準リポジトリ環境
を実現するために必要な技術要素である，学
術資源群の構築とメタデータの検討，検索環
境の検討，プラットフォームの開発，一意 ID
の検討等を進めた．具体的な内容を次に示す．  
 
① 学術資源群の構築とメタデータの検討 
先行研究により調査およびデジタル化が

進んでいる歴史的・文化的物資料を学術資源
候補として再整理・再分類を行い，テストリ
ポジトリを立ち上げるなど，資料環境の整備
を行った． 
また，高度な検索，データ共有などに対応

するため，DC(Dublin Core)ベースのモデル
か ら LIDO （ Lightweight Information 
Describing Objects）[2]ベースのモデルへ
の移行を検討し，上記の学術資源群候補でシ
ミュレーションを行い，歴史的・文化的物資
料に対する表現力において LIDO の優位性を
確認した． 
 
② 検索環境の検討 
大学関係の博物館・資料館関係者および資

料を取り扱う研究者へのヒアリングを基に，
歴史的・文化的物資料に対する検索行動のシ
ナリオを作成し，リポジトリプラットフォー
ムに実装すべき検索環境の検討を実施した． 
 
③ プラットフォームの開発 
分坦者の山地が開発に携わっているリポ

ジトリプラットフォーム（WEKO[3]）に①で
検討した LIDO や②で検討した歴史的・文化
的物資料に対応する検索環境等の実装を行
った．実装したプラットフォームは，代表者
らが所属する機関・団体の公開サイト（金沢
大学資料館ヴァーチャル・ミュージアム[4]
や学術資源リポジトリ協議会（Re*poN[5]））
に適用し実証を行った． 
 
④ 一意 IDの検討 
歴史的・文化的物資料を永続的に一意に特

定するための ID 導入の検討を行い，学術論
文などの文献資料においては一般的になっ
てきた DOI（Digital Object Identifier）を
割り振ることを想定し，歴史的・文化的物資
料に適応した場合の効果や運用などに対す
る影響について議論した．さらに， DOIの付
与に関してシステム的な動作の検証を行う
ために Re*poN の公開中（実運用中）のリポ
ジトリの複製上で，歴史的・文化的物資料に



対する DOIの付与実験を行った． 
 
 (2) 研究期間の最終年度は，前半２年間の
成果を基に，実際にリポジトリを構築・一般
公開し，検証を行い，問題点の洗い出しと，
他分野への応用を行った． 
 
① サブジェクトリポジトリの構築 
歴史的・文化的物資料を取り扱うために最

適化してきたリポジトリプラットフォーム
（WEKO）の実証を行った．具体的には，関連
研究（JSPS 科研費：24300310）で整理・分類
した科学実験機器資料と教育掛図資料の二
つの学術資料群を同プラットフォームに適
用した． 
 
② 一意 IDの付与 
歴史的・文化的物資料を永続的に一意に特

定するため，学術論文などの文献資料におい
ては一般的になってきた DOI（Digital Object 
Identifier）の付与実験を進めてきたが，実
用システム（公開中のリポジトリ）に適用し
て実証を行った．具体的には，JaLC（ジャパ
ンリンクセンター）の DOIを，歴史的・文化
的物資料に付与し，IRDB（Institutional 
Repositories DataBase： 学術機関リポジト
リデータベース），JaLC へのデータ提供を開
始した． 
 

③ 他分野への応用 
これまで主に歴史的・文化的物資料を対象

にしたプラットフォームの最適化，リポジト
リの構築を行ってきたが，同プラットフォー
ムは目的に応じたメタデータを実装するこ
とにより他分野の資料に応用可能である．検
証のため，科学衛星観測データを取り扱うた
め の メ タ デ ー タ SPASE(Space Physics 
Archive Search and Extract)[6]を実装した
プロトタイプシステムを作成し，「科学衛星
あけぼの」の観測データに適用した． 
 
４．研究成果 
本研究では歴史的・文化的物資料から必要

な資料情報を引き出すことができるリポジ
トリ環境を構築した．2016年 3月現在，表 1
に示すように，明治期から昭和初期までの旧
制高等学校由来の科学実験機器資料群と教
育掛図資料群を対象とした科学実験機器リ
ポジトリ[7]と教育掛図リポジトリ[8]の 2つ
のサブジェクトリポジトリを構築し一般公
開している．また，天文学機器資料のサブジ
ェクトリポジトリの準備を進めている．図 1
に科学実験機器資料に関するサブジェクト
リポジトリの公開例を示す． 
また，他分野への応用では，2016年 3 月現

在，SPASE を実装した WEKOプロトタイプモジ
ュールを用い，「科学衛星あけぼの」の観測
データに適用した，Akebono VLF/MCA Data 
Repository（図 2）を構築し一般公開してい
る[9]．本研究で開発した機能（プロトタイ

プ）は順次，本家 WEKO に実装される予定で
ある． 
我々は，今後も歴史的・文化的物資料を中

心に，各種非文献資料への適用を行い，実環
境での問題点の洗い出しと改善を重ね，非文
献資料のオープン化を推進するための標準
プラットフォームとなるよう整備を続けて
いく予定である．  
 

表 1 サブジェクトリポジトリの公開状況 

資源群 状況 所蔵機関 

科学実

験機器 

公開 ・新潟大学 

・神戸大学 

・東京大学駒場博物館 

・石川県立自然史資料館 

・大阪教育大学附属図書館 

教育掛

図 

公開 ・石川県立自然史資料館 

・大阪教育大学附属図書館 

・奈良女子大学附属図書館 

天文学

機器 

準備

中 

案：石川県立自然史資料館 

案：国立天文台 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1 学術資源群（科学実験機器）による 

サブジェクトリポジトリ（トップページ） 

図 2 Akebono-VLFデータリポジトリ 

（ランディングページ） 
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